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プロジェクト概要



プロジェクト概要

予定通り信州大そばを使用し，プロジェクトが進んでいる。
また，現在，掲げた3つの目標のうち，1と2は達成している。
3に関しては今後の進み具合に応じて，適宜活動していければ
と思う。



活動報告

時期

9月下旬

10月

11月

11月～12月

12月～

当初予定していた第1回目が，9月下旬からになり※，生育面で
不安が残ったが，順調に成長している。
※今後も，全体的に1ヵ月ほどずれていく計画。



活動報告（第1回目）
9月～種まき～

 本プロジェクトでは，信州大そばを使用している。

 主な特徴としては，“播種後3カ月で大粒多収！耐霜性で倒れ
ない！”

 信州大学農学部の氏原暉男氏が育成し，農林水産省に品種登
録された栽培容易な多収穫品種である。 ※１



活動報告（第1回目）
9月～種まき～

 水はけを良くするために，プランターの底には赤玉土，そ
の上に腐葉土を敷いた。

 また，害獣対策としてネットをかけたが，風の影響ではが
れてしまった。



活動報告
9月26日～発芽～

 霜や寒さに強い品種ということもあり，予定していた種ま
きの時期は過ぎてしまったが，なんとか発芽に成功した。



活動報告（第2回目）
10月～自動化～

 スマート農業化に向けて，自動水やりきの導入を行った。

 また木材加工で，その土台を作成した。技術科における，
生物育成の技術と材料と加工に関する技術のコラボレー
ションである。



活動報告（第2回目）
10月～自動化～

 水やりの自動化により，今まで蛇口をひねっていた作業が，
今では2日に1回5分間の散水を機械が代わりに行っている。

 活動を通じて，次世代農業を体験的にかつ，手軽に学ぶこ
とができた。



活動報告
11月～開花～

 小さくきれいな白い花が咲いた。いよいよ受粉作業に移る
が，時期的に手作業で丁寧に行っていく。



成果と課題，今後の予定

成果

 第1回目，第2回目の活動を終え，目標のうち，「体験的な地域
作物の栽培」及び，「スマート農業の導入」が達成された。

課題

 Google Classroomの運営，及び授業のオンデマンド化。

今後の予定

 そばの花の開花が確認できたので，第3回目の『そばの実をつ
けるために，受粉について知り，実行しよう』を進めていく。
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